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検体検査

体内を流れる「血液」や、身体を作っている「細胞」、
また排泄される「尿」や「便」など、患者さんから採取
したものを『検体』といいます。
これらの検体から身体の状態を調べるのが検体検査です。



臓器尿便血液

生化学

血液 病理

細菌

一般

少量の検体から
たくさんの検査データを提供できます！

輸血

免疫



血液検査（血算）
白血球・赤血球などの数や形を調べる
貧血は？感染症は？輸血は必要？
血液疾患(白血病など)の可能性は？

検査項目 参考基準値

白血球数 33-86 10×2/μL

赤血球数
男性：435-555 10×4/μL

女性：386-492 10×4/μL

血色素量
男性：13.7-16.8 ｇ/ｄL

女性：11.6-14.8 ｇ/ｄL

ヘマトクリット
男性：40.7-50.1 ％

女性：35.1-44.4 ％

MCV 83.0-98.2 ｆL

MCH 27.5-33.2 ｐｇ

MCHC 31.7-35.3 ｇ/ｄL

血小板 15.8-34.8 10×4/μL



凝固・線溶検査
血液の固まりやすさや、凝固因子の量、体内で血栓が
できていないかを調べる
輸血は必要？
血液疾患(血友病など)の可能性は？

凝固検査項目 参考基準値

PT 10～12秒

PT-INR 0.9～1.1

APTT 30～40秒

フィブリノゲン 200～400ｍｇ/ｄL

線溶検査項目 参考基準値

FDP 5.0μｇ/ｍL

D-ダイマー 1.0μｇ/ｍL



血液を遠心分離器にかけ、有形成分＜赤血球、白血球、血小板など＞と
無形成分＜血清＞に分離し、血清中の物質を化学的に分析します。
病気の診断や治療の判定、病状の経過観察に欠かせない検査です。

生化学・免疫検査

｝血清



生化学・免疫検査を大きく分類すると



少し詳しく言うと

腫瘍マーカー検査

腫瘍マーカーとは腫瘍化した細胞から産生され血中
で増加する物質が該当します。但し、ある程度の腫
瘍量が必要なこと、また、悪性腫瘍細胞のみが産生
するものではなく、良性疾患においてもある程度は産
生されます。
臓器特異性の高いものとそうでないものがあります。



臓器特異性の高い腫瘍マーカー



臓器特異性の低い腫瘍マーカー



染色体検査



遺伝子検査



遺伝子検査



代表的な家族性腫瘍



参考資料

• 今日の臨床検査20252026 南江堂

• 病気がみえる vol.5  血液 MEDIC MEDIA

• JAMT技術教本シリーズ 遺伝子・染色体検査技術教本 丸善出版


